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対象 データ項目 サンプル 
データ 

全道路管理者の 
約 73 万橋 

詳細データ約 200 項目： 
 構造諸元（代表値）、点検結果、耐震補強状況等 １．２． 

国交省管理の 
約 3.8 万橋 

詳細データ計約 1,400 項目： 
 上記に加え構造諸元（構造体毎）、構造･材料種別点検結果（要素･部材単位を含む）、点検･補強履歴等 ３．４．５． 

 
 



１．橋梁リスト（77 条調査） 項目リスト 
 

 

項目名 備考 
施設 ID  
施設区分 1:道路橋 
更新日時 ISO8601 に準拠した日本時間 

管理用データ 

年度  
作業用施設番号  
管理者コード  
基礎年度  

作業フラグ 
作業内容フラグ_区分  
作業内容フラグ_内訳  
作業内容フラグ_内訳補足  

諸元 

橋梁形式  

施設名 
施設名  
フリガナ  

路線 
路線名  

道路種別 1:高速自動車国道  2:一般国道(指定区間)  3:一般国道(指定区間外)  4:都道府県道  5:市町村道 

架設年次 

架設年度 西暦 4 桁 

推測架設年度 

 1:1900 年以前    2:1901〜1910 年    3:1911〜1920 年    4:1921〜1930 年 
 5:1931〜1940 年    6:1941〜1950 年    7:1951〜1960 年    8:1961〜1970 年 
 9:1971〜1980 年   10:1981〜1990 年   11:1991〜2000 年   12:2001〜2010 年 
13:2011〜 

供用年度 西暦 4 桁 
橋梁種別 1:橋  2:高架橋  3:桟道橋 
橋長(m)  
径間数  
幅員(m)  
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諸元 

構造形式 

上部構造形式  
上部構造形式(材料)  
上部構造形式(構造)  
下部構造形式  
基礎形式  
溝橋(カルバート) 1:◯溝橋 2:●特定溝橋 

管理者 
区分 1:国 2:都道府県 3:道路公社 4:政令市  5:市区町村 6:高速道路会社 
管理者名  
管理事務所名  

行政区域 

都道府県コード  
都道府県名  
市区町村名コード  
市区町村名  

起点側の 
位置 

緯度 
 

経度 
KP  

上下線区別 1:上下線  2:上り線  3:下り線 
緊急輸送道路種別 1:一次  2:二次  3:三次 4:市町村指定 8:指定なし 

路下状況 
道路 

緊急輸送道路の有無 1:一次  2:二次  3:三次 4:市町村指定 8:指定なし  9:× 
道路橋下の管理者 1:国    2:都道府県    3:道路公社    4:政令市    5:市町村    6:高速道路会社    8:その他 

鉄道 1:新幹線  2:その他鉄道 9:無し 
代替路の有無 1:有  2:無 
自専道または一般道 1:自専道  2:一般道 
高規格幹線道路区分 0:該当しない 1:A 2:A' 3:B 
占用物件（名称）  
備考  

老朽化対策 

点検年度 西暦 4 桁 

点検記録 

点検実施年月  

判定区分 1:Ⅰ 2:Ⅱ 3:Ⅲ 4:Ⅳ 8:未点検  9:点検対象外 
点検記録簿様式ファイル名  
所見等(任意)  

長寿命化修繕計画 長寿命化修繕計画に位置づけられている場合は、1:○ 
備考  

 

2



老朽化対策 
（跨線橋） 

確認書に
記載あり 

点検・修繕計画 
（現５箇年） 
 
(計画年度) 

2014 

1:●点検済 2:▲修繕済 3:■修繕中・協議済 
4:○点検予定 5:△修繕予定 6:□協議開始予定 

2015 
2016 
2017 
2018 
2019 
2020 
2021 
2022 
2023 
2024 
2025 
2026 
2027 
2028 

点検方法 鉄道事業者へ委託の場合、「1」を記入 
修繕方法 鉄道事業者へ委託の場合、「1」を記入 
点検済分類 1:跨線部のみ 2:跨線部以外 3:全体 
跨線部判定結果 1:Ⅰ 2:Ⅱ 3:Ⅲ 4:Ⅳ 
修繕済分類 1:跨線部のみ 2:跨線部以外 3:全体 
跨線部再判定結果 1:Ⅰ 2:Ⅱ 3:Ⅲ 4:Ⅳ 

確認書に点検時期の記載なし 記載されていない理由 1:協議中  2:撤去予定 3:その他 

鉄道 

ＪＲ 
北海道旅客鉄道 北海道旅客鉄道（うち新幹線） 東日本旅客鉄道 東日本旅客鉄道（うち新幹線） 
東海旅客鉄道 東海旅客鉄道（うち新幹線） 西日本旅客鉄道 西日本旅客鉄道（うち新幹線） 
四国旅客鉄道 九州旅客鉄道 九州旅客鉄道（うち新幹線） 日本貨物鉄道 

大手民鉄 
東武鉄道  西武鉄道  京成電鉄  京王電鉄  小田急電鉄 東京急行電鉄 
京浜急行電鉄 東京地下鉄 相模鉄道  名古屋鉄道 近畿日本鉄道 南海電気鉄道 
京阪電気鉄道 阪急電鉄  阪神電気鉄道 西日本鉄道 

準大手 新京成電鉄 北大阪急行電鉄 泉北高速鉄道 神戸高速鉄道 山陽電気鉄道 
公営 仙台市 東京都 横浜市 名古屋市 京都市 神戸市 福岡市 大阪市高速電気軌道 
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老朽化対策 
（跨線橋） 

鉄道 

中小民鉄 

津軽鉄道  弘南鉄道  仙台空港鉄道 福島交通  長野電鉄  上田電鉄 
アルピコ交通 富山ライトレール 黒部峡谷鉄道 富山地方鉄道 北陸鉄道  関東鉄道 
ひたちなか海浜鉄道 上毛電気鉄道 上信電鉄  秩父鉄道  銚子電気鉄道 小湊鉄道 
流鉄  北総鉄道  千葉ニュータウン鉄道 芝山鉄道  東葉高速鉄道 成田空港高速鉄道 
埼玉高速鉄道 首都圏新都市鉄道 東京臨海高速鉄道 江ノ島電鉄 箱根登山鉄道 伊豆箱根鉄道 
横浜高速鉄道 富士急行  伊豆急行  岳南鉄道  静岡鉄道  大井川鐡道 
遠州鉄道  豊橋鉄道  名古屋臨海高速鉄道   中部国際空港連絡鉄道 
上飯田連絡線 東海交通事業 三岐鉄道  伊賀鉄道  養老鉄道  福井鉄道 
えちぜん鉄道 近江鉄道  嵯峨野観光鉄道 叡山電鉄  新関西国際空港 大阪外環状鉄道 
大阪港ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ   関西高速鉄道 奈良生駒高速鉄道 水間鉄道  中之島高速鉄道 
西大阪高速鉄道 能勢電鉄  和歌山電鐵 和歌山県  紀州鉄道  一畑電車 
高松琴平電気鉄道 北神急行電鉄 神戸電鉄  水島臨海鉄道 島原鉄道  伊予鉄道 
筑豊電気鉄道 成田高速鉄道アクセス   熊本電気鉄道 万葉線  広島電鉄 
四日市あすなろう鉄道   四日市市  伊賀市  養老線管理 

中 小 民 鉄 
(転換鉄道等) 

青森県  青い森鉄道 アイジーアールいわて銀河鉄道  三陸鉄道  由利高原鉄道 
秋田内陸縦貫鉄道 山形鉄道  阿武隈急行 会津鉄道  北越急行  しなの鉄道 
あいの風とやま鉄道 のと鉄道  えちごトキめき鉄道 アイアール石川鉄道 鹿島臨海鉄道 真岡鐡道 
野岩鉄道  わたらせ渓谷鐡道 いすみ鉄道  天竜浜名湖鉄道 愛知環状鉄道 伊勢鉄道 
樽見鉄道  明知鉄道  長良川鉄道 信楽高原鐡道 北近畿タンゴ鉄道 北条鉄道 
井原鉄道  錦川鉄道  智頭急行  若桜鉄道  若桜町  八頭町 
甘木鉄道  平成筑豊鉄道 松浦鉄道  肥薩おれんじ鉄道 南阿蘇鉄道 くま川鉄道 
北九州市  土佐くろしお鉄道 阿佐海岸鉄道 道南いさりび鉄道 甲賀市  WILLER TRAINS 

貨 物 鉄 道 
(JR 貨物除き) 

太平洋石炭販売輸送 八戸臨海鉄道 岩手開発鉄道 仙台臨海鉄道 秋田臨海鉄道 福島臨海鉄道 
京葉臨海鉄道 神奈川臨海鉄道 名古屋臨海鉄道 衣浦臨海鉄道 西濃鉄道 

モノレール 湘南モノレール 舞浜リゾートライン 東京モノレール 

新交通システム 
東京都  札幌市  埼玉新都市交通 山万  ゆりかもめ  西武鉄道 
大阪市高速電気軌道   大阪港ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ 神戸新交通 広島高速交通 

鋼索鉄道 

（財）青函トンネル記念館  立山黒部貫光 筑波観光鉄道 高尾登山鉄道 御岳登山鉄道 
大山観光電鉄 比叡山鉄道 鞍馬寺  丹後海陸交通 六甲山観光 四国ケーブル 
一般財団法人神戸すいまち  皿倉登山鉄道 ラクテンチ  箱根登山鉄道 伊豆箱根鉄道 
京福電気鉄道 京阪電気鉄道 近畿日本鉄道 南海電気鉄道 能勢電鉄  北九州市 

無軌条電車 関西電力  立山黒部貫光 
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老朽化対策 
（跨線橋） 

軌道 

公営 
函館市  大阪市高速電気軌道   熊本市  鹿児島市  札幌市 
東京都 

中小民鉄 
万葉線  京福電気鉄道 阪堺電気軌道 岡山電気軌道 広島電鉄  とさでん交通 
長崎電気軌道 富山地方鉄道 富山ライトレール 豊橋鉄道  福井鉄道  伊予鉄道 
富山市 

モノレール 千葉都市モノレール スカイレールサービス 多摩都市モノレール 大阪高速鉄道 北九州高速鉄道 沖縄都市モノレール 

新交通システム 
横浜シーサイドライン 名古屋ガイドウェイバス 神戸新交通 広島高速交通 愛知高速交通 東京都 
ゆりかもめ  大阪市高速電気軌道   宇都宮ライトレール 宇都宮市  芳賀町 

その他 鉄軌道事業者コードにない鉄道 
 

通行規制 

規制内容 
1:全面通行止  2:車両通行止め（歩行者通行可） 3:車両通行制限あり（歩行者通行可） 
4:上記以外の規制あり  5:規制なし 

規制内容詳細 ・重量 ・高さ ・車幅 等の制限内容を記載 
新規追加  
規制内容変更  
規制開始年度  
規制までの橋齢  
規制解除（予定）年度  
規制原因  
原因コード 1:設計条件 2:構造条件 3:大型交通増加 4:劣化損傷（老朽化） 5:災害 6:その他 
具体的
内容 

分類 1:桁等の主部材  2:床版  3:橋台・橋脚 4:設計の陳腐化  5:その他 
詳細内容  

補修等
実施状
況 

補修等実施状況 
1:補修事業予定、中、完了 2:架替事業予定、中、完了 3:撤去事業予定、中、完了 
4:廃止予定、廃止完了 5:措置未定 

実施予定時期 ｢決定｣or｢未定｣ 
実施予定時期が｢決定｣の
場合の実施予定年月 

実施予定年月 

措置方針が「撤去」の場合 1:単純撤去 2:集約撤去 
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耐震補強 

新設設計時の適用基準 
1:S46 耐震設計指針より前 2:S46 耐震設計指針  3:S55 道示 
4:H2 道示  5:H8 道示（復旧仕様含む） 6:H14 道示 
7:H24 道示  8:H29 道示  9:不明 

橋の重要度 
A.Ａ種の橋:地震による損傷が橋として致命的とならない性能 
B.Ｂ種の橋:地震による損傷が限定的に留まり、橋としての機能の回復が速やかに行い得る性能 

耐震補強の
状況 

状況 1:性能 2 を満足 2: 性能 3 を満足、性能 2 を満足していない 3:性能 3 を満たしていない 

性能 3 を満たし
ていない場合 

性能 3 を満たすため
の対策状況 

1:未着手 2:設計中 3:工事中 

対策完了目標年度 対策完了目標 
性能 3 を満足、
性能 2 を満足し
ていない場合 

性能 2 を満たすため
の対策状況 

1:未着手 2:設計中 3:工事中 

対策完了目標年度 対策完了目標 
橋種_一般橋  

橋種_特殊橋_トラス橋  

橋種_特殊橋_吊り橋  
橋種_特殊橋_斜張橋  
橋種_特殊橋_その他特殊橋  

対策メニュー 

基礎（フーチング含む）  
橋台  
橋脚  
橋脚_段落とし部  
縁端拡幅  
落橋防止構造  
変位制限構造（横変位拘束構造）  
支承交換  
段差防止構造  
上部工補強  
その他  

図面の有無 1:竣工図あり 2:竣工図なし 
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耐震補強 

基礎の耐震
補強照査時
の適用基
準・図書類 

適用基準・図書類 

1:H8 道示（復旧仕様含む） 2:H14 道示   3:H24 道示 
4:既設道路橋基礎の補強に関する参考資料（H12.2、日本道路協会） 
5:既設道路橋基礎の耐震性能簡易評価手法に関する研究（H22.5、土木研究所） 
6:その他の基準・図書類 7:基礎の耐震補強照査を実施していない 8:不明 

基礎の照査結果 1:対策不要 2:要対策  3:不明 
液状化エリア 1:液状化が想定されるエリア内の橋梁  2:液状化の想定されるエリア外の橋梁  3:不明 
簡易判定 1:損傷度Ⅳ又はⅢ以下 2:損傷度Ⅴ(要対策)  3:個別判定 

単径間の橋梁について 1:直橋  2:斜橋・曲線橋 ※単径間の橋梁のみ対象 
単径間の橋梁の照査の有無 1:実施  2:未実施 

ロッキング橋脚を有する橋梁（「1」を記載）  

パイルベント橋脚を有する橋梁（「1」を記載）  

全国地震予測地図での発生確率 1:26%以上  2:6%以上〜26%未満 3:〜6%未満 
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高速跨道橋に
関する調査項目 

用途種別  

跨道橋の状況 

現在未使用  

今後の利用の有無 
1:1.今後も継続して利用  2:2.現在利用していないが将来利用計画あり 
3:3.現在利用しているが将来不要  4:4.今後の利用計画なし 

撤去計画の有無 1:有  2:無 
撤去計画無しの理由  

跨道橋下の管理者 
会社名 

1:NEXCO 東日本  2:NEXCO 中日本  3:NEXCO 西日本 
4:首都高速道路  5:阪神高速道路  6:本四高速道路 

支社名  
事務所名  

跨道橋下の路線情報 
路線区別  

高速道路等名称  

位置情報 
IC 間・自  
IC 間・至  
KP  

管理協定 

跨道橋下の管理者と管理協定を締結して
いる 

 

管理協定を締結していない場合、理由を
記載 
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高速跨道橋に
関する調査項目 

点検状況 

実施状況 
1:実施  2:未実施(供用 5 年以内) 
3:未実施  4:不明 

点検を委託（高速道路会社等が受託）
で実施 

 

点検方法 
1:近接目視・打音検査（H26 以降） 2:近接目視・打音検査（H25 以前） 
3:遠方目視（H26 以降）  4:遠方目視（H25 以前） 

跨道橋下管理者との共有 1:点検状況を報告している 2:点検状況を報告していない 

点検結果 
最新の点検時期  
点検結果の判定 1:必要  2:不要 

修繕の内容 

はく落対策 yyyy 年度実施済 yyyy 年度実施予定  未実施  －（不要） 
壁高欄補修 yyyy 年度実施済 yyyy 年度実施予定  未実施  －（不要） 
コンクリたたき落とし yyyy 年度実施済 yyyy 年度実施予定  未実施  －（不要） 
塗替塗装 yyyy 年度実施済 yyyy 年度実施予定  未実施  －（不要） 
クラック補修 yyyy 年度実施済 yyyy 年度実施予定  未実施  －（不要） 
架替 yyyy 年度実施済 yyyy 年度実施予定  未実施  －（不要） 

その他 
具体な補修内容を記載  

年度実施済か yyyy 年度実施済 yyyy 年度実施予定  未実施  －（不要） 

計画が未実施の場合に理由を記載 
1:①予算不足 2:②技術者不足 3:③優先順位が低い 
4:④将来撤去予定 5:⑤実施時期検討中 

耐震補強 
（実施状況・計画） 

耐震補強済・不要  
耐震未照査に該当  
前項で耐震未照査橋梁とした橋梁の照
査実施計画 

yyyy 年度  未定 
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高速跨道橋に
関する調査項目 

未移管跨道橋移管状況 

未移管橋梁 未移管の場合に「1」を記入 

未移管橋梁区分 

1:管理について、協定または覚書を交わしているもの 
2:管理について、協定または覚書を交わしたが、記録が残っていないもの 
3:管理（移管）について、協定または覚書をかわしていないもの 
4:移管について、協議しているが、難航しているもの 
5:移管について、協定または覚書を交わす協議中のもの 

要請（公表）するべきもの 該当する場合に｢1｣を記入 

本来管理者フラグ 
3:都道府県 4:政令市  5:市区町村 
6:国等機関 7:民間  8:その他  9:不明 

本来管理者名（移管予定先）  
移管後、道路法上の道路になるもの  

移管後の用途種別 

01:道路橋（高速国道） 02:道路橋（一有）  03:道路橋（国道） 
04:道路橋（都道府県道） 05:道路橋（市区町村道） 06A:歩道橋（国道） 
06B:歩道橋（都道府県道） 07:歩道橋（市区町村道） 08:道路橋（農道） 
09:道路橋（林道）  10:道路橋（私道）  11:道路橋（公共用道路） 
12:道路橋（法定外公共物） 13:水管・水道橋（上水） 14:水管・水道橋（下水） 
15:水管・水道橋（農業用水） 16:水管・水道橋（工業用水） 17:水管・水道橋（法定外公共物） 
18:ガス管橋  19:鉄道橋  20:鉄道橋（モノレール等） 

移管状況 1:移管予定なし   2:未協議   3:協議中   4:協議済   5:協定締結済 
移管時期  
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橋梁名・所在地・管理者名等

道路橋毎の健全性の診断 橋梁諸元
架設年度 橋長 幅員 橋梁形式

※架設年度が不明の場合は「不明」と記入すること。

全景写真（起点側、終点側を記載すること）

起点側終点側
概ねこのセル枠内の上に全景写真の「画像ファイル」を挿入する。

（コピー＆ペーストは使わず、「挿入」→「画像」で貼付け
（セルの上に配置）て下さい）

なお、画像ファイルは、JPEG形式のものを使用して下さい。

また、画像のオブジェクト名を「全景写真」として下さい。

）（

）（

（ ）

）（

（

－

写真番号写真番号
－

A

様式１

写真番号

その他

（一財）橋梁調査会 喜多　亮輔

35.59307,139.71067
施設ID

写真番号

占用物件（名称）

－

－

写真番号 写真番号

写真番号

－

電話

地震 豪雨・出水

）

）（

下部構造上部構造

写真番号写真番号

一次

25.021.2
14-控え壁式橋台

221- ②鋼橋（リベット継手）_Ｉ桁
（非合成）

A －

その他（伸縮装置）
8

B
写真番号

－

7

定期点検者2025.05.19

その他（ﾌｪｰﾙｾｰﾌ） －
写真番号

A
写真番号

－
写真番号

A
写真番号

－
写真番号

5,6

緊急輸送道路自専道or一般道

1940

所在地

東京都大田区南馬込１丁目

基礎構造

橋梁名

路下条件 代替路の有無

馬込橋

告示に基づく健全性の診断の区分

管理者名
（ﾌﾘｶﾞﾅ） (ﾏｺﾞﾒﾊﾞｼ)

有 一般道関東地方整備局東京国道事務所品川出張所

起点側路線名

国道1号

139.71067

35.59307

経度
緯度

上下部接続部 A
写真番号

A
写真番号

4

横須賀線（品鶴線）

下部構造 A
写真番号

活荷重

技術的な評価結果
想定する状況

上部構造

A

1,2,3
A

写真番号

橋（全体として）

定期点検実施年月日

Ⅱ

写真番号

11

２．点検表記録様式　様式例
サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）

国道　号



状況写真（様式１に対応する状態の記録）
○上部構造、下部構造、上下部接続部、その他について技術的な評価の根拠となる写真を添付すること。

概ねこのセル枠内に全景写真の「画像ファイル」を挿入する。
（コピー＆ペーストは使わず、「挿入」→「画像」で貼付け

（セルの上に配置）て下さい）
なお、画像ファイルは、JPEG形式のものを使用して下さい。

画像のオブジェクト名を「写真04(数字は半角)」として下さい。

概ねこのセル枠内に全景写真の「画像ファイル」を挿入する。
（コピー＆ペーストは使わず、「挿入」→「画像」で貼付け

（セルの上に配置）て下さい）
なお、画像ファイルは、JPEG形式のものを使用して下さい。

画像のオブジェクト名を「写真03(数字は半角)」として下さい。

構成要素 構成要素 上部構造
構成要素の状態 A 構成要素の状態 A

概ねこのセル枠内に全景写真の「画像ファイル」を挿入する。
（コピー＆ペーストは使わず、「挿入」→「画像」で貼付け

（セルの上に配置）て下さい）
なお、画像ファイルは、JPEG形式のものを使用して下さい。

画像のオブジェクト名を「写真01(数字は半角)」として下さい。

概ねこのセル枠内に全景写真の「画像ファイル」を挿入する。
（コピー＆ペーストは使わず、「挿入」→「画像」で貼付け

（セルの上に配置）て下さい）
なお、画像ファイルは、JPEG形式のものを使用して下さい。

画像のオブジェクト名を「写真02(数字は半角)」として下さい。

様式２

定期点検者

想定する状況 1-活荷重

施設ID 35.59307,139.71067 定期点検実施年月日 2025.05.19 喜多　亮輔（一財）橋梁調査会
上部構造

2
・床版下面の鋼製型枠に伸縮装置路面の止水ゴム変形部からの路面水の 備考

想定する状況 1-活荷重 想定する状況

想定する状況 1-活荷重

部材番号

1部材番号 写真番号 4 部材番号
備考 ・端横桁や対傾構に腐食が見られるものの、いずれも板厚減少が見られ

1 径間 部材番号
・主桁上フランジや垂直補剛材に腐食が見られるものの、いずれも板厚減備考

1-活荷重

構成要素 上部構造 構成要素 上下部接続部
構成要素の状態 A 構成要素の状態 A

1 写真番号 径間 1写真番号

備考 ・A1,A2橋台の支承本体の下沓に経年劣化と伸縮装置路面の止水ゴム変
写真番号 3 径間 1 径間

08 09

07 00

12



状況写真（様式１に対応する状態の記録）
○上部構造、下部構造、上下部接続部、その他について技術的な評価の根拠となる写真を添付すること。

様式２

定期点検者施設ID 35.59307,139.71067 定期点検実施年月日 2025.05.19 喜多　亮輔（一財）橋梁調査会

概ねこのセル枠内に全景写真の「画像ファイル」を挿入する。
（コピー＆ペーストは使わず、「挿入」→「画像」で貼付け

（セルの上に配置）て下さい）
なお、画像ファイルは、JPEG形式のものを使用して下さい。

画像のオブジェクト名を「写真05(数字は半角)」として下さい。

概ねこのセル枠内に全景写真の「画像ファイル」を挿入する。
（コピー＆ペーストは使わず、「挿入」→「画像」で貼付け

（セルの上に配置）て下さい）
なお、画像ファイルは、JPEG形式のものを使用して下さい。

画像のオブジェクト名を「写真06(数字は半角)」として下さい。

部材番号
備考 ・A1,A2橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られるものの、支承部周 備考 ・基礎地盤周囲に損傷は見られないことから、現状で過大な活荷重や地震

写真番号 6 径間 1写真番号 5 径間 1 部材番号

想定する状況 1-活荷重 想定する状況 1-活荷重

構成要素 下部構造 構成要素 下部構造
構成要素の状態 A 構成要素の状態 A

0202
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特定事象の有無、健全性の診断に関する所見

所見

【告示に基づく健全性の診断の区分】
　・本橋は、上部構造、上下部接続部、下部構造が「予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態」である。告示に基づく健全性
の診断の区分は「Ⅱ」とした。

【対応や調査の必要性】
「緊急措置の必要性」E判定
　・特になし

「維持工事等の必要性」M判定
　・防護柵のゆるみ・脱落は、維持工事で対応する必要がある。
　・地覆外面の鋼製型枠の腐食、欠損は、維持工事で対応する必要がある。

「詳細調査及び追跡調査の必要性」 S1,S2判定
　・特になし

【健全性の診断の区分が変わった根拠】
　・変更なし

その他（伸縮装置） 無 － － － －

－ 無
現地状況及び近接目視による状
態の把握結果

有
現地状況及び近接目視による状
態の把握結果

その他：伸縮装置からの漏水

その他（フェールセーフ） － 無 無 無

現地状況及び近接目視による状
態の把握結果

その他：伸縮装置からの漏水の影響

上下部接続部 無 － － 有 － 有
現地状況及び近接目視による状
態の把握結果

その他：伸縮装置からの漏水の影響

有
現地状況及び近接目視による状
態の把握結果

腐食片の叩き落とし除去
その他：伸縮装置からの漏水の影響

下部構造 － 無 無 － 無 有

上部構造 無 無 無 有 －

該当部位

特定事象の有無
（有もしくは無）

健全性の診断の区分の前提
特記事項

（第三者被害の可能性に対する
応急措置の実施の有無等）疲労 塩害

アルカリ
骨材反

応

防食機
能の低

下
洗掘 その他

様式３

施設ID 35.59307,139.71067 定期点検実施年月日 2025.05.19 定期点検者 （一財）橋梁調査会 喜多　亮輔
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様式3-1

径間
番号

部位・
部材区分

材料 健全度
(部材単位)

対策
区分

損傷原因 注1)

部材番号

損傷現況 注1) 補修履歴

特記事項
径間
番号

部位・
部材区分

材料 健全度
(部材単位)

対策
区分

損傷現況 補修履歴

特記事項
確定 推定 損傷の種類

履歴
一覧番号

補修概算事
業費

(百万円)
備考 工法

履歴
一覧番号 備考 損傷の種類

履歴
一覧番号 備考

履歴
一覧番号

合計 0

主要部材（ 桁、 床版、 下部構造等） の重大損傷原因（ 材料劣化、 疲労、 塩害、 アルカ リ 骨材反応等） による 損傷及びその他原因によ る 損傷のう ち今後速やかな補修等が必要な損傷の状
況（ 注2） ［ 重大損傷原因によ る 損傷は現時点での補修等の必要性の有無に関係なく 、 重大損傷原因の可能性がある も のを 全て記入］

A表 Ｂ 表 その他部材の損傷等の状況
［ 速やかな補修等（ 維持工事を除く ） が必要な損傷］ （ 注2）

ver  1. 1. 9748

施設I D

補修によ り 対応し た損傷原因、 損傷現況は、 見え消し と する 。

対策区分がH1 6 要領では「 C」 、 「 E1 」 、 「 S」 のも のを 示し 、 H2

6要領では「 C1」 、 「 C2」 、 「 E1 」 、 「 S1 」 、 「 S2」 のも のを 示

し ます。

注1 )

注2 )

2 02 6年06 月2 5日

1 1 .1

2 9 ,35 8

2 02 1

品川出張所

東京国道事務所

関東地方整備局

百米標1 3 .9km + 距離1 8m

百米標1 3 .8km + 距離9 7m

1 94 0

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

8 35 70 01 01 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

3 5 .59 3 0 7 ,1 39 .71 0 6 7
1 39 .71 05 6

35 .59 28 8

13 9 .7 1 0 67

3 5 .5 93 07

交通量調査年

交通量( 台/12h)

大型車混入率( %)

帳票更新年月日
管理上の主要課題

所在地

自

至

フ リ ガナ

橋梁名称

路線名

橋梁番号

管轄

完成年度

自

緯度:

経度:

至

距離標

起点側 終点側
緯度:

経度:

国道　号
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様式3-1

Ｃ 表 履歴一覧

履歴一覧
番号 年月日

点検・ 調査履歴 補修補強等履歴
備考(記載者)

種別・ 名称 対象部材 内容 種別・ 名称 対象部材 内容

1 1978/03/31 補修工事 鋼部材 昭和５ ２ 年度　 塗装工事

2 1979/03/30 補修工事
縦桁、 対傾構、 床版、 地覆、 防護
柵、 高欄、 伸縮装置、 鋪装、 落橋
防止

昭和５ ３ 年度　 馬込橋補修工事（ 横河工事（ 株） 施工）

3 1982/12/23 補修工事 支承、 落橋防止 昭和５ ７ 年度　 五反田大橋他３ 橋補強工事（ 横河工事（ 株） 施工）

4 1990/02/28 補修工事 鋼部材 平成元年度　 馬込橋塗装工事

5 1990/03/24 補修工事 橋台 平成元年度　 橋梁補修工事（ ショ ーボンド 建設（ 株） ）

6 1999/11/30 補修工事 上部工 平成１ １ 年度　 鋪装修繕工事

7 2000/01/13 定期点検 全部材
平成１ １ 年度　 管内橋梁点検業務（ 関東技術事務所発注、 （ 財） 道路保全
技術センタ ー） にて、 定期点検（ 近接） 実施

8 2002/03/31 第三者被害予防措置 橋台
平成１ ３ 年度　 第三者被害を予防するための橋梁点検等（ 金杉橋管内） 業
務委託にて、 第三者措置実施

9 2005/03/31 補強工事 落橋防止 平成１ ６ 年度　 東海道本線品川駅構内一般国道１ ５ 号八つ山橋他１ 箇所橋
梁補強工事（ Ｊ Ｒ 東日本委託）

10 2012/01/29 定期点検 全部材

Ｈ ２ ３ 品川管内橋梁点検他業務（ パシフ ィ ッ ク コ ンサルタ ンツ株式会社）
にて実施

　 E1・ E2： 緊急対応の必要がある 損傷　 　 　 ◇特になし
　 Ｃ ： 速やかに補修する 必要のある 損傷　 　 ◇特になし
　 Ｓ ： 詳細調査が必要な損傷　 　 　 　 　 　 　 ◇特になし

11 2012/01/17 第三者被害予防措置 竪壁、 胸壁、 袖擁壁

一般国道15号八ｯ山橋他5橋橋梁点検調査（ JR東日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ((株))） にて実
施
判定区分B　 ： 竪壁、 胸壁
判定区分C　 ： 竪壁、 胸壁、 袖擁壁
判定区分P　 ： 袖擁壁

12 2016/12/11 定期点検 全部材

平成28年度点検業務： ジェ イ アール東日本コ ンサルタ ンツ株式会社にて橋
梁定期点検を実施。
床版にその他（ 防水・ 排水工不良） による対策区分C1の補修・ 補強材の損
傷が見ら れる。 (1径間)
胸壁にその他（ 製作・ 施工不良） による対策区分C1の剥離・ 鉄筋露出が見
ら れる。 (1径間)
竪壁にその他（ 製作・ 施工不良） による対策区分C1の剥離・ 鉄筋露出が見
ら れる。 (1径間)
支承本体に対策区分C1の腐食が見ら れる。 (1径間)
地覆に対策区分C1の補修・ 補強材の損傷が見ら れる。 (1径間)
伸縮装置に対策区分C1の腐食、 路面の凹凸、 変形・ 欠損が見ら れる 。 (1径
間)

13 2016/12/11 第三者被害予防措置 胸壁、 竪壁、 袖擁壁

平成28年度点検業務： ジェ イ アール東日本コ ンサルタ ンツ株式会社にて第
三者被害予防措置を実施。
　 判定区分P： 竪壁、 袖擁壁
　 判定区分C： なし
　 判定区分B： 竪壁、 袖擁壁

14 2021/04/17 第三者被害予防措置 竪壁、 袖擁壁

令和3年度点検業務： Ｊ Ｒ 東日本コ ンサルタ ンツ株式会社にて第三者被害
予防措置を実施。
　 判定区分P： なし
　 判定区分C： 竪壁
　 判定区分B： 竪壁、 袖擁壁

ver 1 .1 .97 4 8

施設I D

補修によ り 対応し た損傷原因、 損傷現況は、 見え消し と する 。

対策区分がH1 6 要領では「 C」 、 「 E1 」 、 「 S」 のも のを 示し 、 H2

6 要領では「 C1 」 、 「 C2 」 、 「 E1 」 、 「 S1」 、 「 S2」 のも のを 示

し ます。

注1)

注2)

2 02 6 年0 6月2 5 日

1 1 .1

2 9 ,3 58

2 0 21

品川出張所

東京国道事務所

関東地方整備局

百米標1 3 .9km + 距離18 m

百米標1 3 .8km + 距離97 m

1 94 0

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

8 3 57 00 1 01 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

35 .59 3 0 7 ,1 39 .71 0 6 7
1 3 9 .71 05 6

35 .59 28 8

1 39 .71 0 67

3 5 .5 93 07

交通量調査年

交通量( 台/12h)

大型車混入率( %)

帳票更新年月日
管理上の主要課題

所在地

自

至

フ リ ガナ

橋梁名称

路線名

橋梁番号

管轄

完成年度

自

緯度:

経度:

至

距離標

起点側 終点側
緯度:

経度:

国道　号

16

サンプルの為、削除しています



15 2021/12/06 定期点検 全部材

令和3年度点検業務： 復建エンジ・ 首都高技術JV、 JR東日本Cにて橋梁定期
点検を実施。
袖擁壁に対策区分C2のひびわれが見ら れる。 (1径間)
床版にその他（ 防水・ 排水工不良） による対策区分C1の腐食、 その他が見
ら れる。 (1径間)
胸壁にその他（ 製作・ 施工不良） による対策区分C1の剥離・ 鉄筋露出が見
ら れる。 (1径間)
竪壁にその他（ 製作・ 施工不良） による対策区分C1の剥離・ 鉄筋露出、 う
き が見ら れる。 (1径間)
支承本体に対策区分C1の腐食が見ら れる。 (1径間)
地覆に対策区分C1の腐食、 変形・ 欠損が見ら れる。 (1径間)
伸縮装置に対策区分C1の腐食、 路面の凹凸、 漏水・ 滞水、 変形・ 欠損が見
ら れる。 (1径間)
袖擁壁に対策区分C1の剥離・ 鉄筋露出、 その他が見ら れる。 (1径間)

16 2025/09/28 定期点検 全部材
令和7年度点検業務： 桁下:JR東日本C(株) 橋面:復建E・ 首都技JVにて橋梁
定期点検を実施。

様式3-1

Ｃ 表 履歴一覧

履歴一覧
番号 年月日

点検・ 調査履歴 補修補強等履歴
備考(記載者)

種別・ 名称 対象部材 内容 種別・ 名称 対象部材 内容

ver 1 .1 .97 4 8

施設I D

補修によ り 対応し た損傷原因、 損傷現況は、 見え消し と する 。

対策区分がH1 6 要領では「 C」 、 「 E1 」 、 「 S」 のも のを 示し 、 H2

6 要領では「 C1 」 、 「 C2 」 、 「 E1 」 、 「 S1」 、 「 S2」 のも のを 示

し ます。

注1)

注2)

2 02 6 年0 6月2 5 日

1 1 .1

2 9 ,3 58

2 0 21

品川出張所

東京国道事務所

関東地方整備局

百米標1 3 .9km + 距離18 m

百米標1 3 .8km + 距離97 m

1 94 0

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

8 3 57 00 1 01 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

35 .59 3 0 7 ,1 39 .71 0 6 7
1 3 9 .71 05 6

35 .59 28 8

1 39 .71 0 67

3 5 .5 93 07

交通量調査年

交通量( 台/12h)

大型車混入率( %)

帳票更新年月日
管理上の主要課題

所在地

自

至

フ リ ガナ

橋梁名称

路線名

橋梁番号

管轄

完成年度

自

緯度:

経度:

至

距離標

起点側 終点側
緯度:

経度:

国道　号

17

サンプルの為、削除しています



様式3-2

【 位置図】

位置図

【 橋梁諸元】

橋梁区分 橋梁形式 等級 設計活荷重

橋梁種別 橋長(m )

設
計
基
準

上部
構造

設計震度

分割区分 橋面積(m 2) 施工
会社

上部構造

事業区分 総径間数 下部
構造

下部構造

架橋状況 平面形状 荷重制限(tf)

交差物名称 平面線形(m ) 耐震
補強

通行制限

塩害地域区分 縦断勾配(% ) 迂回路有無

【 幅員構成】

全幅員(m )
有効幅員

(m)

左側(m ) 中央帯
(m )

分離帯
(m )

右側(m )

地覆幅 地覆高さ 歩道幅 路肩幅 車線幅 車線数 車線数 車線幅 路肩幅 歩道幅 地覆高さ 地覆幅

【 上部構造】

構造体番号 主桁材料区分 支間長(m ) 桁高(m ) 桁本数 上部構造形式 路面位置 床版材料区分 床版厚(cm ) 床版形式 防水工有無

【 下部構造】 【 写真】

躯体番号 下部構造材料区分 下部構造高(m ) 下部構造形式 基礎材料区分 基礎構造形式 杭径(m ) 杭本数 支承形式 橋梁写真（ 全景） 撮影年月日

【 添架物】 【 塗装仕様等】

添架物区分 種別 寸法 本数 管理者

塗装

プ ラ イ マー
下塗り 塗料

点検施設

中塗り 塗料 排水施設

上塗り 塗料
遮音壁の有無

高欄種別

【 一般図】

全体一般図

20 2 5年05 月1 9日

防護柵

無し

排水施設無し

点検施設無し

長油性フ タ ル酸樹脂上塗り 塗料

長油性フ タ ル酸樹脂上塗り 塗料

ジアナミ ド 鉛さ び止めペイ ン ト １ 種

日本電信電話（ 株）3010 0 3電話占用添架物

固定線支承直接基礎Ｒ Ｃ控え壁式橋台9 .0 5Ｒ ＣA2

可動線支承直接基礎Ｒ Ｃ控え壁式橋台8 .8 8Ｒ ＣA1

場所打床版14 .0コ ン ク リ ート 系上路橋単純鋼(鉄)リ ベッ ト 非合成鈑桁橋91 .4 02 0 .60 0 m鋼（ 鉄） リ ベッ ト1

0 .400 .202 .0 00 .2 51 0 .2530 .0 00 .0 0310 .250 .2 52 .0 00 .2 00 .4 025 .002 5 .8 0

有

通行制限 無し

不明

不明

0 .2 4

１ ３ ｔ

平成８ 年 道路橋示方書 ５ 耐震設計編

昭和１ １ 年 鉄筋コ ン ク リ ート 標準示方書

昭和１ ４ 年 鋼道路橋設計示方書案、 鋼道路橋製作示

方書案

１ 等橋

0.0 00

0

斜橋

1

53 0 .1

21 .20 0

単純鋼(鉄)リ ベッ ト 非合成鈑桁橋

Ｄ

横須賀線（ 品鶴線）

鉄道の上にある

街路

上下線一体

高架橋

本線橋

ver

自

橋梁番号 至 至

帳票更新年月日

フ リ ガナ
完成年度

管轄

橋梁名称

路線名

所在地

自

距離標

起点側
緯度:

終点側
緯度:

経度: 経度:
施設I D

2 02 6年06 月2 5日

品川出張所

東京国道事務所

関東地方整備局

百米標1 3 .9 km + 距離18 m

百米標1 3 .8 km + 距離97 m

1 94 0

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

83 5 7 00 1 01 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

35 .5 9 30 7 ,1 39 .7 10 67
13 9 .7 1 0 56

3 5 .5 92 88

1 39 .7 10 67

35 .5 93 07
橋梁概要

国道　号
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サンプルの為、削除しています



様式3-2

【 一般図】

全体一般図

ver 1 .1 .9 7 48

自

橋梁番号 至 至

帳票更新年月日

フ リ ガナ
完成年度

管轄

橋梁名称

路線名

所在地

自

距離標

起点側
緯度:

終点側
緯度:

経度: 経度:
施設I D

2 02 6年06 月2 5日

品川出張所

東京国道事務所

関東地方整備局

百米標1 3 .9 km + 距離18 m

百米標1 3 .8 km + 距離97 m

1 94 0

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

83 5 7 00 1 01 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

35 .5 9 30 7 ,1 39 .7 10 67
13 9 .7 1 0 56

3 5 .5 92 88

1 39 .7 10 67

35 .5 93 07
橋梁概要

国道　号
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サンプルの為、削除しています



様式3-3

履歴
一覧番号

年月日 種別・ 名称 総合検査結果
健全度

（ 橋単位）
代表対策

区分

1 19 78 年0 3月31 日 補修工事 ・ 塗装塗り 替え　 ａ －１ 系

2 19 79 年0 3月30 日 補修工事

・ 床版全長打ち 替え： グレ ーチン グ床版化
・ 縦桁増設、 横桁・ 対傾構改造
・ 伸縮装置取り 替え： Ａ １ 、 Ａ ２
・ 落橋防止システム： 橋台天端拡幅： Ａ １ 、 Ａ ２ ： Ｒ Ｃ 拡幅
・ 地覆、 高欄、 防護柵取り 替え
・ 鋪装打ち 替え

3 19 82 年1 2月23 日 補修工事 ・ 可動支承（ Ａ １ ） の移動制限装置設置： チェ ーン タ イ プ

4 19 90 年0 2月28 日 補修工事 ・ 塗装塗り 替え　 ａ －１ 系

5 19 90 年0 3月24 日 補修工事 ・ Ａ １ 橋台断面修復工

6 19 99 年1 1月30 日 補修工事 ・ 舗装部分オーバレ イ

7 20 00 年0 1月13 日 定期点検

1.下記、 損傷部材･部位については､｢機会を 見て補修｣する のが望まし い。
　 ･鋼主桁、 鋼横桁、 鋼縦桁の腐食。
　 ･鋼支承の塗装劣化、 漏水･滞水
　 ･ゴ ム製伸縮装置の破断
2.下記、 損傷部材･部位については､｢通常維持業務で補修｣する のが望まし い。
　 ･縁石の変色･劣化
3.下記、 損傷部材･部位については｢追跡調査｣を 要す。 (1 年以内に再点検)
　 ･橋台のひびわれ、 剥離･鉄筋露出、 遊離石灰、 漏水･滞水

8 20 02 年0 3月31 日 第三者被害予防措置

9 20 05 年0 3月31 日 補強工事 ・ 落橋防止システム設置： 変位制限構造： 横梁～Ｒ Ｃ 突起タ イ プ

10 20 12 年0 1月29 日 定期点検

　 本橋は供用後71 年が経過し た「 単純非合成鈑桁橋」 である 。 直近の塗装は1 99 0 年2月である 。 今回の点検はH1 6の点検要領に基づく 最初の点検である 。

(1 ) 対策区分
　 E1 ・ E2： 緊急対応の必要がある 損傷　 　 　 ◇特になし
　 Ｃ ： 速やかに補修する 必要のある 損傷　 　 ◇特になし
　 Ｓ ： 詳細調査が必要な損傷　 　 　 　 　 　 　 ◇特になし
　 Ｂ ： 状況に応じ て補修する 必要がある 損傷
　 　 ◇腐食 ：  主桁,横桁,縦桁,支承本体
　 　 ◇ゆる み･脱落 ：  添架物
　 　 ◇防食機能の劣化 ：  支承本体
　 　 ◇ひびわれ ：  胸壁(A2 ),竪壁(A1 ･A2 ),袖擁壁
　 　 ◇剥離･鉄筋露出 ：  胸壁(A1 ･A2 ),竪壁(A1･A2 ),袖擁壁
　 　 ◇漏水･遊離石灰 ：  竪壁(A1 ･A2 ),袖擁壁
　 　 ◇コ ン ク リ ート 補強材の損傷 ：  床版
　 　 ◇う き  ：  竪壁(A1 ･A2 )
　 　 ◇路面の凹凸 ：  伸縮装置
　 　 ◇その他 ：  地覆(補強鋼板の腐食,う き ),舗装(橋面滞水)
　 　 ◇漏水･滞水 ：  胸壁(A2 ),伸縮装置
　 Ｍ： 維持工事で対応する 必要がある 損傷
　 　 ◇特になし
(2 ) 特記事項
　 　 ◇前回の塗装更新(1 99 0年)から 23 年が経過し ており 、 鋼部材の腐食が進行し ている 。 現状直ち に耐荷力や機能に問題を 生じ る 程度ではないが、 計画的な塗装更新が望ま し い。

B

11 20 12 年0 1月17 日 第三者被害予防措置
判定区分B　 ： 竪壁、 胸壁
判定区分C　 ： 竪壁、 胸壁、 袖擁壁
判定区分P　 ： 袖擁壁

ver 1 .1 .97 4 8

自

橋梁番号 至 至

帳票更新年月日

フ リ ガナ
完成年度

管轄

橋梁名称

路線名

所在地

自

距離標

起点側
緯度:

終点側
緯度:

経度: 経度:
施設I D

2 02 6 年06 月2 5 日

品川出張所

東京国道事務所

関東地方整備局

百米標1 3 .9km + 距離18 m

百米標1 3 .8km + 距離97 m

19 40

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

83 57 0 0 10 1 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

35 .59 30 7 ,1 39 .7 1 06 7
13 9 .7 1 05 6

3 5 .5 92 88

1 39 .71 06 7

3 5 .59 30 7
橋梁概要

国道　号
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サンプルの為、削除しています



12 20 16 年1 2月11 日 定期点検

本橋は供用後7 7年経過し た「 単純鋼(鉄)リ ベッ ト 非合成鈑桁橋」 である 。 塗装後の経過年数は2 7年である 。 　 ◇H28 年点検、 H2 9年診断業務である 。
【 健全度】
　 ◇Ⅱ　 予防保全段階： 橋台（ 竪壁、 胸壁） の剥離・ 鉄筋露出、 支承の腐食、 床版（ 補修・ 補強材の損傷） の損傷が見ら れる ため。
【 対策区分】 　 ※「 →」 の後ろ は代表的な補修工法等
E1 ・ E2 ： 緊急対応の必要がある 損傷
　 ◇なし
C2： 橋梁構造の安全性の観点から 、 速やかに補修する 必要がある 損傷
　 ◇なし
C1： 予防保全の観点から 、 速やかに補修する必要のある 損傷
　 ◇腐食： 支承本体　 →　 部分再塗装　 　 　 　 　 　 ◇腐食： 伸縮装置　 →　 伸縮装置取り 替え
　 ◇剥離・ 鉄筋露出： 胸壁(A1 ･A2 )， 竪壁(A1･A2 )　 →　 断面修復（ 防錆処理を 含む） 、 剥落防止工
　 ◇補修・ 補強材の損傷： 床版　 →　 鋼板塗装、 防水工
　 ◇補修・ 補強材の損傷： 地覆　 →　 落片撤去、 鋼板塗装
　 ◇路面の凹凸： 伸縮装置　 →　 伸縮装置取り 替え
　 ◇変形・ 欠損： 伸縮装置　 →　 伸縮装置取り 替え
S1： 詳細調査の必要がある 損傷
　 ◇なし
S2： 追跡調査の必要がある 損傷
　 ◇なし
M ： 維持工事で対応する 必要がある 損傷
　 ◇土砂詰まり ： 伸縮装置　 →　 清掃
B： 状況に応じ て補修する 必要がある 損傷
　 ◇腐食： 主桁， 横桁， 縦桁　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◇ゆる み・ 脱落： 添架物
　 ◇防食機能の劣化： 主桁， 横桁， 縦桁， 支承本体， 防護柵， 伸縮装置　 　 ◇ひびわれ： 胸壁(A1･A2 )， 竪壁(A1･A2 )， 地覆， 袖擁壁
　 ◇剥離・ 鉄筋露出： 袖擁壁　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◇漏水・ 遊離石灰： 竪壁(A1 ･A2 )， 袖擁壁
　 ◇う き： 竪壁(A1･A2 )　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◇その他： 舗装　 　 　 　 　  　 ◇漏水・ 滞水： 胸壁(A2 )
【 維持管理上の問題点、 留意事項】
　 ◇支承， 床板型枠鋼板， 地覆外側の型枠鋼板の腐食、 胸壁(A1･A2 )， 竪壁(A1 ･A2 )は剥離・ 鉄筋露出が見ら れる 。 と も に第三者影響範囲における 損傷であり 次回点検時までに損傷進行が懸念さ れる 。
    予防保全の観点よ り 補修の必要がある 。
  ◇主桁上フ ラ ン ジ、 縦桁腐食も 同時に塗装する こ と が望ま し い。 ま た橋面防水工が必要である 。

Ⅱ C1

13 20 16 年1 2月11 日 第三者被害予防措置
判定区分P： 竪壁、 袖擁壁
判定区分C： なし
判定区分B： 竪壁、 袖擁壁

14 20 21 年0 4月17 日 第三者被害予防措置
　 判定区分P： なし
　 判定区分C： 竪壁
　 判定区分B： 竪壁、 袖擁壁

15 20 21 年1 2月06 日 定期点検

本橋は供用後8 1年経過し た「 単純鋼(鉄)リ ベッ ト 非合成鈑桁橋」 である 。 再塗装後31 年が経過し ている 。 本調書は、 桁下部分（ JR委託） と 橋面部分（ 点検業務） それぞれが作成し た調書を 診断業務にて一つの調書にま と めたも のである。
１ ． 橋と し ての健全度の評価判定に至っ た経緯
　 　 ・ 本橋は、 床版、 橋台、 支承部が予防保全の観点から 措置を 講ずるこ と が望まし い状態（ 部材単位の健全度Ⅱ） にある 。
　 　 ・ こ のう ち 、 最も 構造安全性への影響が大き いと 考えら れる 損傷は、 伸縮装置の漏水や床版ひびわれに橋面水が浸透し たこ と が原因と 推定さ れる 床版の型枠鋼板の腐食である 。
　 　 ・ 前回点検と 比べ、 新たな腐食が見ら れ、 進行は速いと 推定さ れる。
　 　 ・ 型枠材の損傷であり 、 部材の耐荷力が低下する 状況ではないが、 第三者被害予防措置範囲内の損傷であり 、 腐食片落下によ る 第三者被害が懸念さ れる 。
　 　 ・ よっ て、 予防保全、 耐久性確保の観点から 、 措置を 講ずる こ と が望まし い状態と 判断し 、 橋と し ての健全度を 「 Ⅱ」 と し た。
２ ． 橋の耐久性およ び維持管理等の観点から 是正が必要と 考えら れる 主な事項
　 　 1） 竪壁、 胸壁、 袖擁壁に鉄筋露出、 う き が見ら れる 。 第三者被害予防措置範囲内も し く はその直近であり 、 コ ン ク リ ート 片落下によ る 第三者被害が懸念さ れる ため、 補修が必要である 。 （ C1判定）
　 　 2） 地覆側面の型枠鋼板に欠損を 伴う 腐食が見ら れる 。 第三者被害予防措置範囲内であり 、 腐食片落下によ る 第三者被害が懸念さ れる ため、 補修が必要である 。 （ C1 判定）
　 　 3） A1 袖擁壁の上部に斜め方向ひびわれが見ら れる 。 直上の親柱及び土圧支持機能が低下し た状態と 推定さ れる ため、 補修が必要である 。 （ C2判定）
　 　 4） A1 支点上の床版の型枠鋼板に剥離が見ら れる 。 第三者被害予防措置範囲内であり 、 型枠材の落下によ る 第三者被害が懸念さ れる ため、 維持工事で措置を 行う 必要がある 。 （ M 判定）
　 　 5） 歩道部のA1 ,A2 伸縮装置に被覆ゴ ムの欠損や変形、 及び段差が見ら れる 。 利用者の安全性の低下が懸念さ れる ため、 補修が必要である 。 （ C1 判定）
３ ． 前回定期点検結果から 健全性の診断結果（ 区分） が変わっ た理由　 ・ 変更なし
４ ． 発生損傷一覧
　 E1 ・ E2： 緊急対応の必要がある 損傷　 　 ■なし
　 C2 ： 橋梁構造の安全性の観点から 、 速やかに補修する 必要がある 損傷　 　 ■ひびわれ： 袖擁壁
　 C1 ： 予防保全の観点から ， 速やかに補修する 必要のある 損傷
　 　 ■腐食： 床版， 支承本体， 地覆， 伸縮装置　 　 ■剥離・ 鉄筋露出： 胸壁(A2 )， 竪壁(A1 ･A2 )， 袖擁壁　 　 ■う き ： 竪壁(A1 ･A2 )
　 　 ■路面の凹凸： 伸縮装置　 　 ■その他： 床版， 袖擁壁　 　 ■漏水・ 滞水： 伸縮装置　 　 ■変形・ 欠損： 地覆， 伸縮装置
　 S1 ： 詳細調査の必要がある 損傷　 　 ■なし
　 S2 ： 追跡調査に必要がある 損傷　 　 ■なし
　 M ： 維持工事で対応する 必要がある 損傷　 　 ■変形・ 欠損： 床版
　 B： 状況に応じ て補修する 必要がある 損傷
　 　 ■腐食： 主桁， 横桁， 縦桁， 対傾構， アン カ ーボルト ， 添架物　 　 ■ゆる み・ 脱落： 添架物　 　 ■防食機能の劣化： 主桁， 横桁， 縦桁， 床版， 対傾構， 支承本体， アン カ ーボルト ， 防護柵， 地覆， 伸縮装置， 添架物
　 　 ■ひびわれ： 胸壁(A1 ･A2 )， 竪壁(A1 ･A2 )， 地覆　 　 ■剥離・ 鉄筋露出： 胸壁(A1)　 　 ■漏水・ 遊離石灰： 胸壁(A2 )， 竪壁(A1 ･A2 )， 袖擁壁　 　 ■その他： 地覆， 舗装　 　 ■漏水・ 滞水： 胸壁(A2 )　 　 ■変形・ 欠損： 縁石
　 　 ■土砂詰ま り ： 伸縮装置
５ ． その他
　 　 ■本橋跨線部のう ち 鉄道に面する 範囲は、 鉄道事業者と の協議の結果、 鉄道事業者の指示によ り 橋梁診断員が軌道内に立ち 入る こ と ができ ず、 遠望目視によ る 現地検査によ り 対策区分判定、 健全性の診断を 行っ た。
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様式3-3

履歴
一覧番号

年月日 種別・ 名称 総合検査結果
健全度

（ 橋単位）
代表対策

区分

ver 1 .1 .97 4 8

自

橋梁番号 至 至

帳票更新年月日

フ リ ガナ
完成年度

管轄

橋梁名称

路線名

所在地

自

距離標

起点側
緯度:

終点側
緯度:

経度: 経度:
施設I D

2 02 6 年06 月2 5 日

品川出張所

東京国道事務所

関東地方整備局

百米標1 3 .9km + 距離18 m

百米標1 3 .8km + 距離97 m

19 40

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

83 57 0 0 10 1 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

35 .59 30 7 ,1 39 .7 1 06 7
13 9 .7 1 05 6

3 5 .5 92 88

1 39 .71 06 7

3 5 .59 30 7
橋梁概要

国道　号

21

サンプルの為、削除しています



16 20 25 年0 9月28 日 定期点検

【 告示に基づく 健全性の診断の区分】
　 ・ 本橋は、 上部構造、 上下部接続部、 下部構造が「 予防保全の観点から 措置を 講ずる こ と が望まし い状態」 である 。 告示に基づく 健全性の診断の区分は「 Ⅱ」 と し た。

【 対応や調査の必要性】
「 緊急措置の必要性」 E判定
　 ・ 特になし

「 維持工事等の必要性」 M 判定
　 ・ 防護柵のゆる み・ 脱落は、 維持工事で対応する 必要がある 。
　 ・ 地覆外面の鋼製型枠の腐食、 欠損は、 維持工事で対応する 必要がある 。

「 詳細調査及び追跡調査の必要性」  S1 ,S2 判定
　 ・ 特になし

【 健全性の診断の区分が変わっ た根拠】
　 ・ 変更なし

本橋は、 供用後86 年経過し た「 単純鋼(鉄)リ ベッ ト 非合成鈑桁橋」 である 。 鋼部材は再塗装後3 6年経過し ている 。

1 .「 構造安全性」 や「 供用安全性」 の観点から 特筆すべき 事項
(1)橋(全体)と し ての評価
・ 本橋は、 橋(全体)と し て、 道路橋の機能に支障が生じ ていない状態と 言える 。

2 .部材群の評価と 措置の必要性
【 上部構造】
1)床版・ 床組部材群
・ 床版下面の鋼製型枠に伸縮装置路面の止水ゴム変形部から の路面水の影響が原因の腐食が見ら れる も のの、 RC床版の有効断面が減少する よ う な損傷が見ら れないこ と 、 縦桁及び端横桁の上フ ラ ン ジの腐食が見ら れる も のの、 いずれも
　 板厚減少が見ら れないこ と から 、 現状で過大な活荷重にに対し て、 床組・ 床版部材群に何ら かの変状が生じ る 可能性は低い。 構造安全性の観点での措置の必要性はない。
・ 但し 、 次回点検まで伸縮装置から の水分供給が継続し た場合、 床版下面の鋼製型枠の腐食進行・ 拡大する 可能性がある 。
・ 以上によ り 、 床版下面の鋼製型枠の腐食については、 予防保全(第3者被害予防)の観点から 耐久性能の回復を 目的と し た措置と 原因排除を 目的と し た伸縮装置の止水措置を 講ずる こ と が望まし い状態と 考える 。

2)主桁・ 主構部材群
・ 主桁上フ ラ ン ジや垂直補剛材に腐食が見ら れる も のの、 いずれも 板厚減少が見ら れないこ と から 、 現状で過大な活荷重や地震にに対し て、 主桁・ 主構部材群に何ら かの変状が生じ る 可能性は低い。 構造安全性の観点での措置の必要性は
　 ない。
・ 但し 、 次回点検まで伸縮装置から の水分供給が継続し た場合、 主桁の腐食が進行・ 拡大する 可能性がある 。
・ 以上によ り 、 主桁の腐食については、 予防保全(第3 者被害予防)の観点から 耐久性能の回復を目的と し た措置と 原因排除を 目的と し た伸縮装置の止水措置を講ずる こ と が望ま し い状態と 考える 。

【 上下部接続部】
・ A1 ,A2 橋台の支承本体の下沓に経年劣化と 伸縮装置路面の止水ゴム変形部から の路面水の影響によ る 腐食が見ら れる も のの、 表面的な腐食であり 、 部材の断面減少や移動機能を 妨げる 異常な腐食は見ら れないこ と 、 支承本体は橋座面に
　 設置さ れ周囲に損傷が見ら れないこ と 、 かつアン カ ーボルト にも 損傷が見ら れないこ と から から 、 現状で過大な活荷重や地震に対し て、 支承部材群に何ら かの変状が生じ る 可能性は低い。 構造安全性の観点での措置の必要性はない。
・ 但し 、 A1 橋台の支承本体は既に防食機能が喪失し ており 、 次回点検まで雨水や伸縮装置から の漏水の影響が継続し た場合には、 腐食が進行する 可能性がある 。
・ 以上によ り 、 支承部材群の支承本体の腐食は、 予防保全の観点から 耐久性能の回復を 目的と し た措置を 講ずる こ と が望まし い状態と 考える 。

【 下部構造】
・ A1 ,A2 橋台竪壁に乾燥収縮によ る ひびわれが見ら れる も のの、 支承部周辺には損傷は見ら れず、 胸壁や竪壁に　 見ら れる 露出し た鉄筋には断面減少が生じ ている が局部的である こ と から 、 現状で過大な活荷重や地震に対し て、
　 橋台・ 橋脚部材群に何ら かの変状が生じ る 可能性は低い。 構造安全性の観点での措置の必要性はない。
・ 但し 、 次回点検まで伸縮装置から の漏水が継続し た場合は、 鉄筋の腐食進行や露出範囲の拡大する 可能性がある 。
・ 以上によ り 、 橋台の胸壁、 竪壁の剥離・ 鉄筋露出やう き は、 予防保全の観点から 、 耐久性能の回復を 目的と し た措置を 講ずる こ と が望まし い状態と 考える 。
・ A1橋台竪壁のその他(落書き )は、 維持管理の支障と なるため、 維持工事で対応する 必要がある と 考える 。

【 その他(フ ェ ールセーフ )】
・ 特になし 。

【 その他(伸縮装置)】
・ A1 ,A2 橋台歩道部の伸縮装置に段差が見ら れ、 現状で歩道利用者の通行安全性が低下し ている 状態である 。 供用安全性の観点で早期に措置する 必要性がある状態と 言える 。
・ 加えて、 A１ ,A2歩道部の伸縮装置止水材が変形・ 欠損によ る 止水機能の低下が見ら れ、 下面部材の損傷要因と なっ ている 。
・ 以上によ り 、 A1 ,A2橋台上の歩道の伸縮装置の路面の凹凸は、 通行安全性の回復を 目的と し た早期措置を 講ずる こ と が望ま し い状態と 考える 。 加えて、 原因排除を 目的と し た止水機能の回復措置を 講ずる こ と が望まし い状態と 考える 。

3 .その他
・ その他の構造(フ ェ ールセーフ ・ 伸縮装置以外)の評価結果については、 点検記録様式(その1 0)を 参照。
・ 維持工事等の必要性の評価結果については、 点検記録様式(その1 1)を 参照。
・ 本橋の下部構造は、 点検記録様式(その５ )の耐荷機構の整理図には記載し ている が、 上下線一体構造である ため、 隣接する 上り 線の定期点検の記録にて性能評価を 行っ ている 。
・ 桁下は、 鉄道事業者と の協議によ り 橋梁診断員によ る 近接目視を し ていない。 遠望目視と データ 記録様式よ り 構成要素の性能評価を行っ た。
・ A1側の袖擁壁のひびわれは、 大き な地震によ っ て桁下営業線に落下する 可能性があるため、 早期措置が必要である 。
・ 地覆外面の鋼製型枠の腐食や欠損は、 腐食の浸工によ っ て桁下営業線に腐食片や鋼製型枠が落下する 可能性がある ため、 早期措置が必要である 。
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百米標1 3 .9km + 距離18 m

百米標1 3 .8km + 距離97 m

19 40

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

東京都大田区南馬込１ 丁目

ﾄｳｷｮｳﾄｵｵﾀｸﾐﾅﾐﾏｺﾞ ﾒｲｯﾁｮｳﾒ

83 57 0 0 10 1 1

国道1 号

馬込橋

(ﾏｺﾞ ﾒﾊ゙ ｼ)

35 .59 30 7 ,1 39 .7 1 06 7
13 9 .7 1 05 6

3 5 .5 92 88

1 39 .71 06 7

3 5 .59 30 7
橋梁概要

国道　号

22

サンプルの為、削除しています
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４．橋梁定期点検　様式例
サンプルの為、削除しています

国道　号
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）



32

国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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国道　号

サンプルの為、削除しています　　　　　　　個人情報の為、他管理施設の閲覧はできません（空欄で表示されます）
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５．道路管理データ（MICHI）　様式例

サンプルの為、削除しています

国道　号



51

サンプルの為、削除しています

国道　号
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サンプルの為、削除しています

国道　号
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サンプルの為、削除しています

国道　号
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サンプルの為、削除しています

国道　号
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サンプルの為、削除しています
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